
開催協議会名 令和８年 第１回 津和野警察署協議会

開 催 日 時 令和８年２月19日（木）午後２時00分から午後３時30分まで

協議会委員 ４人
出 席 者

警 察 署 ６人（署長、副署長、生刑課長、警備課長、交通係長、
総務係長）

会議・協議 署長からの 諮問事項 令和８年津和野警察署運営指針「～住民とと

諮 問 もに築く安全安心な「かのあし」～」と活動重

点

説明概要 ○ 安全安心を守る犯罪抑止対策の推進

・犯罪抑止対策の推進と取締りの徹底

・街頭活動の強化及び事案対応能力の向上

○ 組織犯罪対策の推進と凶悪な犯罪等の徹底

検挙

・匿名・流動型犯罪グループを始めとする組

織犯罪対策の推進

・重要犯罪・組織的窃盗等の徹底検挙

○ 死亡・重傷事故を重点とした総合的な交通

事故防止対策の推進

・交通安全教育及び広報啓発活動の推進

・街頭活動及び捜査の強化

・安全で円滑な交通環境の整備

○ テロ等の未然防止と災害等への的確な対処

・テロ等の未然防止対策の推進

・情勢に応じた的確な警備対策の推進

・大規模災害を始めとする緊急事態への的確

な対処

○ サイバー空間における脅威への的確な対処

・サイバー事案対策の推進

・官民連携による各種対策の推進

○ 社会の変化に適応する警察運営の推進

・住民の期待と信頼に応える施策の推進

・将来を見据えた人的・物的基盤の強化

・活力に満ちた風通しの良い職場環境の構築



答申(意見等) １ 高齢者だけでなく20～30歳代の若い人も詐

欺被害に遭っているとのことだが、高齢者と

比較し若い人への注意喚起が難しいのではな

いか。

【警察】

地域課員による巡回連絡により常に新しい手

口を発信していく。

固定電話では国際電話利用休止サービスによ

り詐欺が防げている。

携帯電話にも詐欺被害防止アプリの開発が進

められているところであり、広報していくこ

とが大事である。

詐欺被害について分析し、効果的な被害防止

対策をする必要がある。

署長からの 報告事項 ○ 運転免許証とマイナンバーカードの一体化

報 告 ○ 運転免許返納者の特典

○ 自転車運転者の反則切符の適用

説明概要 ○ 運転免許証とマイナンバーカードの一体化

・運転免許証の持ち方が選べる

・警察署でも即日更新が可能

・住所変更等のワンストップサービス

・オンライン講習の受講

○ 免許返納者の特典（自主返納支援）

・津和野町、吉賀町共通石見交通のバス半額

・吉賀町独自

六日市交通及び柿木産業のバス料金１年間

無料

○ 自転車運転者の反則切符の適用

・16歳以上の違反が対象

・交通反則通告制度と刑事手続きとの関係

・安全で円滑な交通環境の整備の実施

答申(意見等) １ レンタサイクル事業者を通じて、自転車利

用者に対する自転車反則通告制度を広報した

らどうか。

【警察】



警察からも、自転車反則通告制度の適用の周

知にあわせて自転車の違反行為について広報し

ていくことを検討する。

委員からの １ 松江市で信号機の折損事案があった。鹿足郡内も冬

意見・提言 季は路面凍結防止のため塩化カルシウムを散布するの

で標識柱の腐食も考えられる。

横断歩道の道路標示が薄くなっているところもある

が、警察としてどのような対応をするか。

【警察】

道路の点検はすでに随時実施しており、今後もさらに

点検して不具合が見つかれば補修を警察本部に要請する。

優先順位を決めて対応していくこととなる。道路管理

者等関係機関と連携し、継続して適切に対応していく。

視 察 要人警護警備要領

委員からの感想 ○ 警察が政府の要人や皇室の方を警護するため、金属探知機ゲート

等を使用し危険物の持ち込みを防止して警護対象の安全を確保して

いることが分かった。

写 真

【交通説明】

【会長挨拶】 【署長挨拶】

【署長説明】



【意見交換】

【視察状況】


